



Epidemiology and risk factors for mortality in bloodstream 














る BSIs の疫学および AMR に関するデータを明らかにするとともに、患者
予後に影響する因子について解析した。 
 







【結果】5 年間の血液培養陽性症例は 4,464 症例であり、そのうちコンタ
ミネーション(497 症例)と患者重複(1,862 症例)を除外した 2,105 症例で
解析を行った。5 年間の BSIs 症例の 30 日死亡率は 15.2％(319/2,105)で
















【結論】日本における BSIs の疫学および AMR に関するデータを明らかに
するとともに、BSIs の 30日死亡に関連するリスク因子を示すことができ
た。他国との比較および本邦での臨床指標を確立させるために、日本で
BSIsのナショナルサーベイランスの実施が必要である。 
